
本研究の目的は，他者の存在が環境音に対する印象に与える影響について検

討することであった．被験者は，大学生の男女１２名ずつ，計２４名であった．刺

激には，快，中性，不快６種類ずつの環境音を，計１８種類使用した．実験条件

は，隣の席に同性の友人がいる他者あり条件，他者がいない他者なし条件の２

条件であった．スピーカーを通して２０s呈示された刺激に対する印象評定が行

われた．すべての刺激呈示後に呈示された刺激が何であったかを思い出す直後

再生と，２週間後に遅延再生を求めた．その結果，音に対する印象評定の主成

分分析より，“美的因子”“迫力因子”“金属性因子”の３因子が抽出された．

他者の存在による影響は“金属性因子”においてのみで，他者がいないほうが

不快な音はより金属的であると評定された．他者がいないときに聞いた音のほ

うが再生成績がよかったのは，直後再生では快と不快の音であったが，遅延再

生では快の音のみであった．以上，本研究により，他者の存在と環境音に対す

る印象の関係が明らかにされた．

キーワード：他者存在，環境音，印象，記憶

１．序 論

私たちの生活は，様々な音で溢れている．車が通過する音，虫や動物の鳴き声，雨音や雷，電

化製品のモーター音など，多くの音が氾濫し，全く音のしない時間はほとんどない．こうした環

境音に対して，人はいろいろな感情をもつ．音は，聞く人や状況によって心地よいものであった

り，逆に不快な騒音となったりする．

身の回りを取り巻く環境音の中から，人が快と感じる音を“残したい日本の音風景１００選”と

して環境庁が選定している（川井・小島・平手・安岡，２００４）２）．これは，日常生活の中で耳を

澄ませば聞こえてくる様々な音の再発見を促すことを狙い，全国の地方自冶体，音環境保全に関

心をもつ個人，団体から公募されたものの中から選ばれた．選定されたものは，鳥，昆虫などの

生物の音声，川や滝などの生物以外の自然現象の音，祭りといった行事の音や鐘などの生活文化

にまつわる音であった．これらは快と感じられる環境音といえる．一方，不快と感じる環境音に，

騒音が挙げられる．騒音の苦情件数で多いのは工場や事業所からの騒音，そのほかに自動車交通

騒音，航空機騒音，鉄道騒音などがある（難波，２００１）．

環境音に対する感情を，Shimai, Fukuda, & Terasaki（１９９３）が検討している．３８８名の大学

生に４０種類の環境音を聞かせ，快－不快感情評定と，呈示された音が何の音であるかに対する確

信度を検討した結果，快であると感じる音はうぐいすの鳴き声といった自然の中で聞こえてくる

音や，オルゴールや祭り囃子といった音楽であった．逆に，ゲップ，歯医者のドリルの音，黒板
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を引っかく音などは不快と評定された．また，快の音の確信度はすべて高かった．さらに，女性

は男性に比べて，快な音をより快であると評定し，男性は女性よりも，不快な音をあまり不快で

はないと感じていた．

音の評価法に，心理的測定法の１つである SD法（semantic differential method）がある．

この SD法は，人の意識や行動の基本構造を把握するための方法である（Osgood，１９５２）．日本

で SD法を用いて行われた音色に関する評定結果を概観すると，様々な条件下で，常に３つの因

子が得られている（難波，２００１）．第１因子は“美的因子”と解釈され，この因子に負荷量の高

い形容詞尺度には“美しい－きたない”“澄んだ－濁った”などがある．第２因子は“豊かな－

貧弱な”“迫力のある－ものたりない”などの形容詞で負荷量の高い“迫力因子”である．第３

因子は“金属性因子”で，“落ちついた－かん高い”“高い－低い”などの形容詞に負荷量が高い．

ところで，私たちは体験した様々な出来事を，意識的ではなく自然に記憶している．受ける印

象によって，憶えやすいものや，逆に全く憶えていないこともある．記憶と情動の関係は，Yerkes

-Dodson の逆Ｕ字仮説で説明されている（Yerkes & Dodson １９０８）．不安，ストレスなどの

情動に伴う生理的覚醒と学習成績の間には逆Ｕ字型の関数関係があり，ある水準までは学習成績

は上昇するが，最適水準を越えると，学習成績は低下する．また，記憶に対して感情が与える影

響には，気分一致効果や気分状態依存効果という現象がみられる．気分一致効果（mood

congruent effect）とは，感情状態と刺激の感情の性質が同じ方向であると，その刺激の処理が

促進され，逆方向だと抑制されるというものである．気分状態依存効果（mood state-dependent

effect）は，記銘時と想起時における学習者の気分状態が一致していれば，そうでない時よりも

想起成績がよくなることをさす（井上・佐藤，２００２）．

人の気分や感情は，かたわらに他者が存在しているかどうか，その他者が当人にとってどのよ

うな存在であるかによって変化する．他者の存在は，ポジティブな認知や感情の喚起を促し，ネ

ガティブな感情を抑える（湯川・吉田，１９９８）．快感情喚起場面では，友人が存在すると笑顔の

表出が促進される（Fridlund, １９９１; Jakobs, Manstead, & Fischer, １９９９）．コント映像視聴時に

は，他者がいるときに映像はより面白いと評定され，笑い表情の表出が増える（川坂，２００５）．

また，他者の存在は，課題遂行や行動に影響を与え，促進が生じるか妨害が生じるかは課題の難

易度あるいは複雑度と一致している．比較的単純で十分に学習がなされていると思われることに

関しては促進が，複雑な思考や新たな学習が求められるものは妨害される（Allport，１９２０）．他

者が存在することで，個人の活動が促進されることを社会的促進（social facilitation）という．

記憶再生においては，他者が存在することによって社会的促進が認められる（石黒，１９７９）．

また，無意味綴りの記憶において，習得のための所要試行数および誤数は，単独状態よりも観察

者が存在する状況で上回る（Pessin，１９３３）．Burri（１９３１）の研究では，実験者だけが存在す

る条件下で学習を完成させ，翌日に実験者と被験者だけの条件，面識のない他の学生１名が存在

する条件，１名の観察者が注意深く観察している条件で再生課題が実施された．その結果，実験

者と被験者だけの条件よりも観察者が存在している２つの条件のほうが，正再生数は少なかった．

他者の存在に伴う心拍や瞬目といった生理反応の変動についてはいくつかの報告がある．例え

ば，快－不快視覚刺激呈示中の心拍率は他者がいると低くなり，自発性瞬目は快，不快刺激に対

しては他者がいるときのほうが少ないが，刺激に対する主観的評定には他者の存在による違いは

ない（林，２００４）．他者からの評価的な観察によって心拍率は高まり（長野，２００５），瞬目は減少

する（北風，２００６）．しかし，音楽を聞きながらクロスワードをしている友人が同席していても，
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暗算課題遂行中の心拍は変化しない（長野・児玉，２００５）．

他者が存在する場合の１人のときとは異なった行動や振る舞い，作業遂行を示すことに関する

研究は数多くみられる．しかし，他者の存在と，事象に対する印象や，それに伴う記憶の関係に

ついての報告は少ない．

本研究の目的は，他者の存在が環境音に対する印象に与える影響について，印象評定および再

生の成績によって検討することであった．

２．方 法

１）被験者

被験者は，大学生２４名（男性１２名，女性１２名），平均年齢１９．９歳（年齢範囲１８－２２歳）であった．

２）刺 激

刺激は，Shimai et al.（１９９０）の環境音の中から，快－不快（pleasant-unpleasant）評定値

を参考に選出された快刺激，中性刺激，不快刺激，６種類ずつ，計１８種類であった（表１参照）．

これらは，快刺激，中性刺激，不快刺激，各３種類，計９種類からなる２つの刺激セットに分か

れていた．刺激の呈示時間は２０ｓで，被験者の前方に設置された２つのスピーカーを通して呈示

された．

３）実験条件

実験条件として，他者がいない他者なし条件と，他者が１人隣に座っている他者あり条件の２

条件を設定した．他者あり条件の他者は，同性同士の友人であった．

４）音刺激に対する印象評定

音刺激に対する印象評定に用いられた項目は，難波（２００１）の１４項目の形容詞対（表２参照）

で，“どちらでもない”を中心として“やや”“かなり”“非常に”の７段階尺度であった．また，

呈示された音が何の音であると思ったかを記入する欄も設けられていた．

表１．使用した刺激の内容
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５）実験手続き

シールドルームに入室して着席した後，スピーカーから呈示された刺激に対する印象が評定さ

れた．印象評定には時間的な制限はなかった．刺激呈示と評定を１試行として，９試行を連続し

て行い（1session），2session がくり返えされた．session1と session2は，それぞれ他者あり

条件と他者なし条件で実施された．他者あり条件では，２人が話をしたり，顔を見合わせたり，

お互いの評定を見たりしないよう教示されていた．条件，刺激，刺激セットの順序と組み合わせ

はカウンターバランスされた．2session 終了直後，呈示された音が何であったかを思い出す直

後再生が，さらに２週間後には遅延再生が行われた．いずれも１人のみの状況下で，再生時間は

各１０min であった．なお，呈示された刺激に対して直後再生と遅延再生が求められることは，

事前に知らされていなかった．

３．結 果

１）音に対する印象評定の因子分析

２（他者有無条件）×３（音刺激）×２４（被験者）の１４４ケースにおける各項目の印象評定値を基に，

主因子解を用いた主成分分析を行った．固有値が大きく下がる直前の３因子（固有値１．０以上）

を抽出後，バリマックス回転を施した．回転後の各項目の因子負荷量は，表２に示すとおりであ

る．第Ⅰ因子は“美しい－汚い”“快い－不快な”“好ましい－好ましくない”“澄んだ－濁った”

などの項目で因子負荷量が高く，“美的因子”と命名した．第Ⅱ因子は“大きい－小さい”“迫力

のある－ものたりない”“強い－弱い”などの項目で因子負荷量が高く，“迫力因子”と命名した．

表２．各項目の因子負荷量
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第Ⅲ因子は“鋭い－にぶい”“金属性の－深みのある”などの項目で因子負荷量が高く，“金属性

因子”と命名した．

図１は，各因子における他者有無条件別の平均因子得点を示している．因子ごとに他者有無条

件（２）×音刺激（３）の２要因の分散分析を行ったところ，すべての因子において，音刺激の主効

果が認められた（F s（２，４６）＝１１６．３６，９５．５２，８４．４７，p ＜ ．０１）．また，“金属性因子”でのみ，

図１．各因子における他者有無条件別の平均因子得点．
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他者有無条件の主効果に有意な傾向がみられた（F（１，２３）＝３．５３，p ＜ ．１０）．LSD検定の結果（p

＜ ．０５），“美的因子”“迫力因子”の快刺激と中性，不快刺激，中性刺激と不快刺激の間，“金属

性因子”の快，中性刺激と不快刺激の間の差が有意であった．つまり，音は快，中性，不快の順

に美的で迫力があると評定された．不快な音は，快な音と中性の音に比べて金属的であるという

印象であった．また，１人で聞くよりも他者が一緒にいるときに聞いたほうが，音は金属的でな

いと評定された．

２）音の再生成績

図２は，他者有無条件別の直後再生と遅延再生における平均再生率を表している．全試行終了

直後および２週間後に再生された音刺激の全１８種類に対する回答数を再生率として算出した．再

生時期（２）×他者有無条件（２）×音刺激（３）の３要因の分散分析を行なったところ，再生時期の主

効果が認められた（F（１，２３）＝７４．１９，p ＜ ．０１）．他者有無条件の主効果も有意であった（F（１，２３）

＝５．２３，p ＜ ．０５）．音刺激の主効果に有意な傾向がみられた（F（２，４６）＝３．１８，p ＜ ．１０）．他者

有無条件と音刺激の交互作用（F（２，４６）＝４．０７，p ＜ ．０５），再生時期と他者有無条件と音刺激の

交互作用（F（２，４６）＝３．６０，p ＜ ．０５）があった．LSD検定の結果（p ＜ ．０５），快刺激と中性刺激，

図２．直後再生と遅延再生における他者有無条件別の平均再生率．
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中性刺激と不快刺激の間の差が有意であった．また，他者なし条件において，快刺激と中性刺激，

中性刺激と不快刺激の間に有意な差があった．他者あり条件と他者なし条件の快刺激および不快

刺激，他者あり条件の中性刺激において，直後再生と遅延再生の間の差が有意であった．他者な

し条件のみ，直後再生の快刺激と中性刺激，中性刺激と不快刺激，遅延再生の快刺激と中性刺激

の間に有意な差がみられた，また，直後再生の快，不快刺激，遅延再生の快刺激のそれぞれにお

いて，他者無し条件と他者有り条件の間に有意な差があった．

つまり，遅延再生よりも直後再生のほうが再生率は高かったが，他者がいないときに聞いた中

性刺激は再生時期での再生率の違いはなかった．また，他者がいたときよりもいないときに聞い

た音のほうが再生率は高く，特に直後再生の快音と不快音，遅延再生の快音で明らかであった．

中性な音よりも快と不快な音のほうがよく再生され，他者なし条件の直後再生で著しかった．

４．論 議

本研究の目的は，他者の存在が環境音に対する印象に与える影響について，印象評定および再

生の成績によって検討することであった．

主成分分析の結果により，環境音に対する印象は“美的因子”“迫力因子”“金属性因子”の３

因子に整理された．これらの因子は，難波（２００１）がまとめた種々の音楽，物音，音声など様々

な音の内容および構造に対応している．種類や構成要素が多岐にわたっている環境音においても，

他の音と同様の次元で表現できることが示された．

快な音は美的で迫力がなく，不快な音は美的でなく迫力があると評定された．また，不快な音

は，より金属的であるという印象であった．私たちが快適に感じるのは，鳥のさえずりや川のせ

せらぎといった自然環境における音が多い．日常生活で耳を済ました時に聞こえてくるような，

澄んでいて静かな音に対して，心地よさを抱きやすいと考えられる．逆に，不快に感じる音の代

表例は騒音である（難波，２００１）．機械の動作音であることが多いうるさい騒音は金属的な音と

いえ，不快感が持たれやすい．

また，１人のときに比べて友人と一緒に聞いたほうが，快な音と不快な音はより金属的でない

と評定された．他者の存在は，ポジティブな認知や感情の喚起を促し，ネガティブな感情を抑え

る（湯川・吉田，１９９８）．他者がいることによって，快な音に対して金属的でないというポジテ

ィブな認知が促進され，不快な音に対しては金属的であるというネガティブな認知が抑制された．

一方で，Schachter（１９５９）の親和動機に関する古典的な研究において不安を喚起された被験者

のほうが他者と一緒にいることを望むという実験結果から，他者の存在は不安の低減をもたらす

可能性が示されている．また女性は恐怖映像を視聴する際，映像に対して苦痛や嫌悪の様子を見

せない男性が共にいると，恐怖を感じにくくなる（Zillmann, Weaver, Mundorf, & Aust，１９８６）．

統計的な違いはなかったものの，友人がいたほうがいない時よりも快な音は迫力があり，不快な

音は迫力がないと評定された．他者がいることで安心感を持ち，不快な音に迫力を感じなかった

のかもしれない．

ところで，呈示された音の再生成績は，１人だけで聞いたもののほうがよかった．他者の存在

には，その人が未知であったり，注意深く観察されていたりすると，再生成績や作業量が低下す

るといった妨害効果がある（Burri，１９３１）．聞こえてくる環境音に向けられる注意が，横に友人

がいることによって分散されたことが示唆される．さらに他者がいない場合は，快と不快な音の
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ほうが中性の音に比べて多く再生されたが，他者がいる場合には音の快－不快による再生成績の

違いはなかった．被験者は再生課題を行うことをあらかじめ伝えられていなかった．つまり，こ

れらは偶発学習の結果であり，呈示された音を意識的に記憶していないため，刺激そのものがど

れだけ強く，深く印象づけられたかが関係してくると思われる．快な音はポジティブな感情を，

不快な音はネガティブ感情を喚起する．一方で，中性の音の感情価は低い．１人のときは，呈示

された快な音と不快な音に対する気分や感情の強さが影響して，印象に残りやすかったと考えら

れる．逆に，１人でなかった時には友人の存在による注意の分散や気分の抑制が起こり，快や不

快な音に対する感情の喚起があまりなく，聞いた音への印象づけが弱かったのかもしれない．ま

た，記銘時と想起時における学習者の気分状態が一致していれば，そうでない時よりも想起成績

がよくなる（井上・佐藤，２００２）．再生課題は１人で行ったため，他者がいる状況で聞いた音よ

りも１人の時に聞いた音のほうが思い出しやすかった可能性もある．

直後再生では，快と不快の音においては他者がいなかった場合のほうがよく思い出され，遅延

再生では，快の音のみ他者がいなかった場合のほうが再生成績はよかった．直後再生は，すべて

の音を聞いた直後に印象にあるものが思い出される．遅延再生は２週間後に行われており，より

深く印象づけられたことで記憶に残っている音のみが再生されると考えられる．快感情はできる

だけ持続させ，不快感情は低減させようとする力が働く（Isen，１９８５）．つまり，人は快なもの

はよりおぼえておき，不快なものはなるべく忘れようとするのだろう．

音に対する印象評定には他者存在の影響はあまりなかったが，再生成績では顕著にみられた．

人が一緒にいることで，音に対する評価自体ではなく，音によって喚起される気分や感情が変化

して，記憶内容に反映された可能性がある．本研究では，他者の存在と環境音に対する印象の関

係を，印象評定と記憶の再生によって検討した．瞬目や心拍といった生理指標を用いることで，

環境音に対する他者存在の効果と感情との関連性がより明らかになるものと思われる．人と一緒

にいることが，私たちの周りにある多くの物や事柄に対する，印象，感情，記憶に与える影響に

ついて，さらなる議論が期待される．
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